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平成27年度6月補正予算について

【議案第100号関係］

今回の補正予算は、三重ごみ閤形燃料発電所のRD F貯蔵槽爆発事

故等に係る民事訴訟判決の確定に伴うもので、収益的収入において、

その他特別利益で損害賠償金10億931万2千円を計上するとともに、

収益的支出において、 RD F発電費で弁護士報酬の計上等により、

1, 289万9千円を増額するものです。

以上の結果、電気事業会計の純利益（税抜き）につきましてはL既

決予算に比べ10億117万8千円増加し、 10億6,791万7千円の純利益と

なる見込みであり、その内訳は、 RD F焼却・発電事業で10億5,535 

万1千円、水力発電事業の残務整理で1,256万6千円の純利益となりま

す。

平成27年度三重県電気事業会計補正予算（第1号） 裕正項包

｛単位：千円）

＼下＼＼ 檎正前の額 補正事費 補正後の予算額 補正項 自

収 入 I 970, 624 I, 009, 312 2, 979, 936 その他特別利益 I. 009, 312 

支 出 2, 454 774 12, 899 2, 467, 673 RD F発電費 12, 899 
収

主主 収主主的収支差 ム 484,150 996, 413 512, 263 
約

収
66, 739 I, 001, 178 I, 067, 917 支

純利益
うちRDF 54, 173 うちRDF1.001. 178 うちRDF 1, 055, 351 

（税抜き）
うち水力残務室主理 うち水カ残務E事現 うち水カ残務整理

12, 566 12, 5 6 6 

資 収入 7, 364, 095 7, 364, 095 

本

的 支 出 I, 855, 870 I, 855, 870 
収

支 資本的収支援 5, 508, 225 5, 508, 225 
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［参考 1）補正額の内訳

1 ~叉入補正額 1.009,312千円

企業庁長

笠JL.1ll

損害賠償請求額 l判決による認容額｜遅延損害金を含む僚機綴｜ 双方の債権額を対当額
で相殺した残額
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2 支出補正額 12, 899千円

・弁護士報酬（斑）の増額 28, 638千円

・控訴申立手数料の減額 ム15.7 3 9千円

差 引 12, 899千円

※弁護士報麟の内訳

＼＼＼＼  弁護士報酬額

三重霊泉 35, 700, 000 

知事 7 052 000 

企業庁長 28, 638, 000 

病院事業庁長 10, 000 

（単位円）
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［参考 2J噴気事業会計の区分経理について

1 電気事業会計における RD F焼却・発電事業については、事業を

開始した平成 14年度以降、水力発竃事業とlR分した経理処理を行

ってきており、平成 26年度までのRD F焼却・発電事業の主な費

用は、水力発電事業を主とした「営業費用Jではなく、 「附帯事業

費用j として支出してきました。

なお、平成 27年度以蜂のRD F焼却・発電事業を主体とする電気

事業会計においても、引き続き水力発電の残務整理と区分した経理処

理安行っています。

2 RD F貯蔵槽爆発事故等の事故関連費用についても「附帯事業費

用Jとして支出しており、そのうち桑名広域清捧事業組合等の第三

者に対する損害については、富士電機（株）と暫定的に折半して負

担してきました。

また、第三者に対する損害のうち、市町村ごみ処理増加費用等につ

いては、損害額の負担割合等が明確になるまでの問、暫定的な経費で

あることを明確にする区分経理の手法として、企業庁負指分の期源を

工業用水道事業会計からの借り入れにより対応することとしました。

（借入額）平成 15年度 435, 200, 00 0円

平成 16年度 77, 300, 00 0円

しかし、当該借入金については、平成 17年度の予算決算特別委員

会等において、他会計からの借り入れによる利息負担等に係るご指摘

を頂いたことから、平成 17年度末に全て返還しています。

3 事故関連費用を含めた三重県の損害賠償藷求額については、今回

の民事訴訟判決が確定したことにより、過失割合に基づいて富士電

機（株）から三重県に支払が行われました。
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